
数学数学 NO.NO.３０３０
〈解答〉
1　⑴　72㎝3　　⑵　ＰＳ：ＳＱ＝ 2： 3
2　⑴　ア　90　　イ　正方形　　ウ　ＤＧ　　エ　斜辺と他の 1辺

　　⑵　503 ㎝
2

配点　2⑴各 1点，他各 2点　10点満点

〈解説〉
1　⑴ 　図 １ の三角すいにおいて，∠ＱＡＲ，∠ＰＡＱ，∠ＰＡＲはいずれも 90°なので，

△ＡＱＲを底面，辺ＰＡを高さと見なすと，

　　　　　 13 ×
1
2 × 6 × 6 ×12＝72〔㎝

3〕

　　⑵ 　 2  つの立体（三角すいＡ－ＰＲＳ，三角すいＡ－ＱＲＳ）において，切断面である面
ＡＲＳは共通な面なので，

　　　　　△ＡＰＲ＋△ＡＰＳ＋△ＰＲＳ
　　　の値と
　　　　　△ＡＱＲ＋△ＡＱＳ＋△ＱＲＳ
　　　 の値が等しくなればよい。つまり，図 １の三角すいの

展開図である右の図より，
　　　　　△Ａ1ＰＲ＋△Ａ2ＰＳ＋△ＰＲＳ
　　　の値が正方形ＡＡ1ＰＡ2の面積の半分になればよい。
　　　　　△Ａ1ＰＲ＝△Ａ2ＰＱ

　　　　　　　　　＝ 1
2 × 6 × 12

　　　　　　　　　＝36〔㎝2〕

　　　　　△ＰＱＲ＝122 －36× 2 － 12 × 6 × 6

　　　　　　　　＝54〔㎝2〕
　　　なので，ＰＱ：ＰＳ＝ 1： x とすると，

　　　　　△Ａ2ＰＳ＝36× x
1

　　　　　　　　　＝36 x〔㎝2〕

　　　　　△ＰＲＳ＝54 × x
1

　　　　　　　　＝54 x〔㎝2〕
　　　と表されるので，
　　　　　36＋36 x ＋54 x ＝122÷ 2



　　　より，

　　　　　 x ＝ 25
　　　よって，

　　　　　ＰＳ：ＳＱ＝ 2
5 ：（ 1  － 25 ）

　　　　　　　　　＝ 2
5 ：

3
5

　　　　　　　　　＝  2 ： 3

2　⑴　〔証明〕
　　　△ＤＣＦと△ＤＢＧにおいて，
　　　　仮定より，
　　　　　∠ＤＦＣ＝∠ＤＧＢ＝   ア　90  ° …①
　　　　また，ＧＥ＝ＦＥより，
　　　　四角形ＤＦＥＧは  イ 正方形  だから，
　　　　　ＤＦ＝   ウ　ＤＧ        …②
　　　　△ＢＤＣは直角二等辺三角形だから，
　　　　　ＤＣ＝ＤＢ        …③
　　　①，②，③より，直角三角形の   エ　斜辺と他の 1辺   がそれぞれ等しいので，
　　　　△ＤＣＦ≡△ＤＢＧ
　　　合同な三角形の対応する角の大きさは等しいので，
　　　　∠ＤＣＦ＝∠ＤＢＧ
　　⑵　右下の図のように，△ＤＣＦ≡△ＤＢＧより，
　　　　　ＤＦ＝ＤＧ        …④
　　　　　∠ＣＤＦ＝∠ＢＤＧ     …⑤
　　　⑤と∠ＣＤＨ＝∠ＢＤＡ＝  90°より，
　　　　　∠ＦＤＨ＝∠ＧＤＡ     …⑥
　　　また，
　　　　　∠ＤＦＨ＝∠ＤＧＡ＝  90°   …⑦
　　　 ④，⑥，⑦より， 1組の辺とその両端の

角がそれぞれ等しいので，
　　　　　△ＤＦＨ≡△ＤＧＡ
　　　よって，
　　　　　ＨＦ：ＣＦ＝ＡＧ：ＢＧ＝ 9：16
　　　なので，

　　　　　△ＨＤＣ＝△ＤＣＦ× 9＋16 16

　　　　　　　　＝32×2516



　　　　　　　　＝  50〔㎝2〕
　　　また，
　　　　　ＤＨ：ＤＢ＝ＤＡ：ＤＣ＝ 3： 4
　　　なので，

　　　　　△ＨＢＣ＝△ＨＤＣ× 4－ 33

　　　　　　　　＝  50× 13

　　　　　　　　＝ 503  〔㎝2〕


